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参考資料２．紫外線による陸域生態系への影響 

紫外線に対する植物の対応メカニズム 

UV-B 放射に対して陸域生態系は極めて多様な反応を示す。動物は UV-B 放射を避けるた

めに移動することができるが、植物は移動することができない。しかし、それを補うよう

に作物及び森林樹種を含むほとんどの植物は紫外線を遮蔽する複数のメカニズムをもって

いる。 

DNA、タンパク質、脂質などの生命維持に必須な生体分子は UV-B 放射に対して一般に

感受性が高い。しかし、UV-B が葉に当たっても、そのごく一部しか内部組織に到達するこ

とができない。試験に用いたほとんどの植物種で、UV-B 放射は紫外線を遮蔽する化合物の

合成を誘導し、UV-B 放射が葉の中の重要な生体物質に到達するのを阻止するメカニズムを

もっている。他の適応の例として、葉の厚さを増やしたり、葉を保護するワックス層を変

化させて UV-B 放射にさらされる内部組織の比率を減らすことも知られている。しかしな

がら、このような遮蔽機構をかいくぐって内部に到達した UV-B によって DNA は損傷を受

ける。これに対して植物は DNA の損傷を修復するいくつかのメカニズムをもっている。 

DNAに紫外線が吸収されることにより形成されたシクロブタン型ピリミジンダイマーは、

UV-A～青色光の波長域の光をエネルギーとして、ダイマーを切断する酵素（DNA 

photolyase）によって修復される。また、もう一つの主要な DNA 損傷産物である(6-4)光

産物も、損傷に特異的な酵素により光修復される。ヒトは進化の過程で、このような光修

復機構を失ったと考えられている。 

 

植物の対応メカニズムによる生態系への影響 

UV-B を照射された植物では葉に含まれる生体成分の組成が変わり、作物と草食性昆虫の

間の相互作用が影響を受ける。成分組成が変わった植物の葉は病害虫を含む草食生物にと

って食糧としての魅力がなくなり、落葉後にバクテリアや菌類などの微生物により土中で

分解するスピードが変わる。このように、植物が UV-B 照射を受けると、動物の嗜好性や

微生物による分解が変化し、動物への食糧供給と土壌内での栄養素の循環に影響を与える

ので、生態系レベルでの影響は相当に大きなものになりうる。なお、昆虫等の消費減退の

一部は昆虫への UV-B 放射の直接的影響によるものもある。UV-B 放射が高くなれば、一般

的に草食動物が植物を食べる量は少なくなるが、逆に大気中の CO2 が多くなれば草食性が

強まる。したがって、UV-B の放射量と CO2 の将来のレベルは植物の生産と昆虫への食糧

供給の両面を制御する上で重要となるであろう。 

上に述べたように、UV-B に対応するための植物の変化は、植物が枯れた後の分解に影響

を与える可能性がある。紫外線遮蔽物質生成の誘導や UV-B 放射に耐えるようにする葉の

構造的変化は、葉が落ちた後も分解に耐えられるように変化させている。また、UV-B 放射

は土壌中の微生物の構成を変化させるが、これも落ち葉の分解されやすさに影響を与えう
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る。落ち葉が直接太陽光にさらされると光化学的に分解されるが（光分解）、微生物と光分

解の双方の分解過程の変化は将来の生態系における炭素隔離と栄養素循環に重大な結果を

もたらす。このように、紫外線放射は葉の生化学（成分組成）と微生物の多様性の変化を

通じて間接的に、また光による分解（光分解）を通じて直接的に分解に影響を与えている。 

 

紫外線や気候変化による植物への影響の例 

過去数十年来、温度と UV-B 放射が著しく増大している高緯度地域では植物の進化が環

境の変化に追いついていない可能性がある。南極大陸及び南米南端では、比較的低レベル

の UV-B 放射の環境に適応している植物が、オゾン層破壊による UV-B 放射レベルの上昇

によって影響を受けている。UV-B 放射の植物の成長に対するマイナスの影響は通常の場合

比較的小さいが、影響の大きい種もある。時間の経過とともに、種間のこれらの相違は陸

域生態系の変化をもたらすであろう。特に UV-B 放射が今後数十年にわたり高いままの南

極などの地域ではその可能性がある。 

 


